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育ってね！



かわまた議会だより 2

農業復興予算が成立農業復興予算が成立

　

令
和
元
年
第
２
回
議
会
定
例
会
は
、
６
月
６
日
か
ら

12
日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

契
約
３
件
、
補
正
予
算
４
件
、
条
例
の
一
部
改
正
５

件
な
ど
、
議
案
22
件
は
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
木
屋
地
区
農
業
復
興
の
た
め
町
が
整
備
し
て
い
る

家
畜
飼
料
を
生
産
す
る
た
め
の
施
設
の
建
設
予
算
の
成

立
に
よ
り
、
予
定
さ
れ
て
い
る
７
カ
所
が
す
べ
て
予
算

化
さ
れ
ま
し
た
。
施
設
は
、
農
業
生
産
法
人
ヒ
ュ
ッ
テ

フ
ァ
ー
ム
に
貸
し
出
し
、
農
業
復
興
の
要
と
し
て
運
営

さ
れ
ま
す
。

町民税非課税・３歳未満の
子育て世代にプレミアム率
25％の商品券（一口4000
円。ひとり５口まで）
※山木屋等の店舗で使える
プレミアム商品券（プレ
ミアム率50％）とは別
に実施されます。

消費税増税対策のプレミアム商品券
512万円（民生費分予算額）

　町内各団体と近畿大学の連携による事業支援。
アンスリウムPR事業など。

近畿大学の復興支援
（イノベーションコースト構想推進）

300万円
　災害時等の救急対応のため、消防団各分団に
チェーンソー、カッターなどの救助用器具を整
備。

救急救助用器具の整備
1069万円

6月議会で決まった主な予算6月議会で決まった主な予算6月議会で決まった主な予算

令和元年一般会計予算総額

105億3365万7千円に
（3億9665万7千円を増額）

※写真は山木屋店舗等対象のプレミアム商品券

町で栽培されるアンスリウム 救助器具の一例
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粗飼料生産流通拠点施設（倉庫）事業の概要

3

山木屋地区の山木屋地区の6月議会
定例会

質
問

1
5

3

4
2 6 7

●
議
案
第
43
号

粗
飼
料
生
産
流
通
拠
点
施
設
新
築（
№
４
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

【
概
要
】

場
所　

山
木
屋
字
寺
前
地
内

倉
庫
面
積　

６
３
８
・
５
７
㎡

契
約
金
額　

１
億
２
７
０
５
万
円

契
約
の
相
手
方　

香
野
建
設
・
斎
藤
工
務

店
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

●
議
案
第
44
号

粗
飼
料
生
産
流
通
拠
点
施
設
新
築
（
№
２
、

６
、７
）工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

【
概
要
】

場
所　

山
木
屋
字
日
向
地
内

倉
庫
面
積　

№
２
＝
３
６
６
・
９
２
㎡

　
　
　
　
　

№
６
＝
９
７
０
・
２
２
㎡

　
　
　
　
　

№
７
＝
７
４
３
・
９
４
㎡

契
約
金
額　

３
億
３
５
５
０
万
円

契
約
の
相
手
方　

古
俣
工
務
店
・
長
谷
川

工
務
所
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

３
棟
で
工
期
は
来
年
２
月
ま
で
と

な
っ
て
い
る
が
、
完
成
で
き
る
の
か
。

ま
た
、
部
品
が
品
薄
と
聞
く
が
確
保
で
き
る

の
か
。　
　
　
　
　
　
　
（
村
上
源
吉
議
員
）

標
準
工
期
２
４
６
日
を
確
保
し
て
い
ま

す
。
部
品
は
事
業
者
と
協
議
し
ま
す
。

（
産
業
課
長
）

倉庫面積　994.30㎡
事 業 費　１億5120万円

5 山木屋字桑ノ山地内

倉庫面積　638.57㎡
事 業 費　１億216万円

3 山木屋字上田代地内

倉庫面積　381.02㎡
事 業 費　9007万円

1 山木屋字津山地内

答

①③⑤は完成済

6月議会で
議決
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①
業
務
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
分
担
に
よ
る
も
の
で
す
。

（
企
画
財
政
課
長
）

②
７
月
に
開
始
し
、
来
年
３

月
ま
で
の
予
定
で
す
。
原
形

に
復
帰
す
る
た
め
の
予
算
で
、

要
望
等
は
別
途
協
議
し
ま
す
。

（
原
子
力
災
害
対
策
課
長
）

　
　
　

仮
設
住
宅
の
あ
っ
た

農
村
広
場
は
未
除
染
で
あ
っ

た
が
、
除
染
は
し
な
い
の
か
。

（
菅
野
清
一
議
員
）

　
　

原
形
の
復
旧
に
含
ま
れ

る
も
の
と
考
え
ま
す
の
で
、

求
め
て
ま
い
り
ま
す
。（町

長
）

　
　
　

農
村
広
場
は
除
染
す

る
こ
と
を
約
束
し
て
ほ
し
い
。

（
石
河
清
議
員
）

　
　

し
っ
か
り
対
応
し
ま
す
。

（
町
長
）

●
議
案
第
47
号

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
専
決
処
分
の
報

告
）

【
概
要
】
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
５
億
８
６
０
９
万
７
千
円

を
減
額
し
、
総
額
を
97
億
５

２
１
万
３
千
円
と
す
る
も
の
。

　
　
　

①
新
中
町
集
会
所
の

工
事
は
い
つ
か
ら
か
。

②
道
の
駅
の
改
修
は
元
年
度

内
に
完
成
す
る
の
か
。

③
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
事

業
費
を
減
額
す
る
理
由
は
。

維
持
で
き
る
の
か
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　

①
７
月
ご
ろ
、
建
設
着

工
の
予
定
で
す
。

（
企
画
財
政
課
長
）

②
８
月
ご
ろ
の
国
の
補
助
決

定
後
、
補
正
予
算
計
上
の
う

え
着
手
し
、
年
度
内
完
成
の

予
定
で
す
。　
（
産
業
課
長
）

③
入
札
に
よ
る
請
け
差
で
す
。

隊
員
は
現
在
26
名
で
、
２
年

前
か
ら
ほ
ぼ
同
数
で
す
。

（
総
務
課
長
）

　
　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

事
業
費
を
減
額
す
る
理
由
は
。

目
的
を
達
成
で
き
る
の
か
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

３
名
分
予
算
を
計
上
し
、

実
際
は
１
名
だ
っ
た
た
め
で

す
。
ふ
さ
わ
し
い
方
を
新
た

に
選
任
し
、
達
成
で
き
る
よ

う
努
め
ま
す
。（
産
業
課
長
）

●
議
案
第
55
号

　

特
別
職
の
報
酬
等
の
改
正

【
概
要
】
投
票
管
理
者
、
投

票
立
会
人
な
ど
の
報
酬
額
を

改
正
す
る
も
の
。

　
　
　

期
日
前
と
投
票
日
で

報
酬
額
が
異
な
る
理
由
は
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　

福
島
県
選
挙
管
理
委
員

会
の
定
め
に
よ
る
も
の
で
す
。

（
総
務
課
長
）

●
議
案
第
60
号

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算

【
概
要
】
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
３
億
９
６
６
５
万
７
千
円

を
増
額
し
、
総
額
を
１
０
５

億
３
３
６
５
万
７
千
円
と
す

る
も
の
。

　
　
　

①
消
費
税
対
策
の
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
予
算
を
当

初
予
算
に
計
上
し
な
か
っ
た

わ
け
は
。

②
農
村
広
場
仮
設
住
宅
解
体

は
い
つ
か
ら
か
。
ス
ポ
ー
ツ

団
体
か
ら
出
さ
れ
た
要
望
は

県
に
伝
え
た
の
か
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

4

答

答答 答

答答

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

６月議会定例会

●
議
案
第
64
号

情
報
公
開
審
査
会
委
員
の

任
命

【
概
要
】
次
の
方
の
任
命
に

同
意
し
ま
し
た
。

安
斎
康
男
氏
（
中
丁
）

斎
藤
幸
子
氏
（
鶴
沢
字
油
田
）

斎
藤
金
男
氏
（
大
綱
木
字
前
平
）

佐
藤
喜
一
氏
（
福
島
市
）

中
里　

真
氏
（
福
島
市
）

　
　
　

①
委
員
と
な
る
方
の

職
種
は
。
②
30
年
度
の
公
文

書
開
示
請
求
の
内
容
は
。
③

昨
年
度
の
審
査
会
は
何
回
か
。

（
高
橋
清
美
議
員
）

　
　

①
現
在
無
職
の
方
が
２

名
、
ほ
か
自
営
業
、
弁
護
士
、

大
学
教
授
の
方
が
１
名
ず
つ

で
す
。
②
工
事
関
係
６
件
、

放
射
能
関
係
が
２
件
、
町
道

認
定
１
件
、
不
開
示
が
１
件

で
し
た
。
③
１
回
で
す
。

（
総
務
課
長
）

　
　
　

こ
の
数
年
の
情
報
開

示
請
求
の
傾
向
は
。

（
菅
野
清
一
議
員
）

　
　

震
災
以
降
は
、
復
興
事

業
工
事
関
係
の
開
示
請
求
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

（
総
務
課
長
）

6月議会
定例会

答答 質
問

質
問

議
案
へ
の
質
疑
応
答

議
案
へ
の
質
疑
応
答
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第43号

第44号

第45号

第46号

第47号

第48号

第49号

第50号

第51号

第52号

第53号

第54号

第55号

第56号

第57号

第58号

第59号

第60号

第61号

第62号

第63号

第64号

粗飼料生産流通拠点施設新築（No.４）工事請負契約の締結について

粗飼料生産流通拠点施設新築（No.２,６,７）工事請負契約の締結について

町道細田・疣石山線舗装復旧工事（１工区）請負契約の締結について

専決処分の報告及びその承認について
（専決第２号　川俣町税条例等の一部を改正する条例）

専決処分の報告及びその承認について
（専決第３号　平成30年度川俣町一般会計補正予算(第６号)）

専決処分の報告及びその承認について
（専決第４号　平成30年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算(第６号)）

専決処分の報告及びその承認について
（専決第５号　平成30年度川俣町介護保険特別会計補正予算(第４号)）

専決処分の報告及びその承認について
（専決第６号　平成30年度川俣町後期高齢者医療特別会計補正予算(第４号)）

専決処分の報告及びその承認について
（専決第７号　平成30年度川俣町奨学資金特別会計補正予算(第１号)）

専決処分の報告及びその承認について
（専決第８号　平成30年度川俣町工業団地造成事業特別会計補正予算(第２号)）

専決処分の報告及びその承認について
（専決第９号　平成30年度川俣町飯坂財産区特別会計補正予算(第１号)）

専決処分の報告及びその承認について
（専決第10号　平成30年度川俣町小綱木財産区特別会計補正予算(第１号)

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正す
る条例

川俣町税特別措置条例の一部を改正する条例

川俣町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

川俣町国民健康保険条例の一部を改正する条例

川俣町介護保険条例の一部を改正する条例

令和元年度川俣町一般会計補正予算（第１号）

令和元年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和元年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和元年度川俣町奨学資金特別会計補正予算（第１号）

川俣町情報公開審査会委員の任命について

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

承認（全会一致）

承認（全会一致）

承認（全会一致）

承認（全会一致）

承認（全会一致）

承認（全会一致）

承認（全会一致）

承認（全会一致）

承認（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

同意（全会一致）

議　案 件　　　　　　　　　　　　　　　　名 審 議 結 果

6月議会定例会審議結果 （令和元年６月６日～12日）
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第７回（４月16日）、第10回（5月31日）ほか

全員協議会
レポート

消
防
団
の
あ
り
方
を
協
議

消
防
団
の
あ
り
方
を
協
議

団
員
の
不
祥
事
問
題
に
つ
い
て
町
と
議
論
!!

団
員
の
不
祥
事
問
題
に
つ
い
て
町
と
議
論
!!

•第５分団の幹部二人が報酬金を横領してい
　たと新聞報道があった。
•全額返済され、二人は退団しているので刑
　事告訴はしない方針。
•報酬は分団の会計担当者にまとめて現金で
　渡していた。
•今後は個人に口座振込にする。
•他の分団では適切に処理されている。

•各分団に会計報告と寄附金の報告を求める
　べき。
•寄附を集めなければ団の活動が成り立たな
　い状況が問題だ。
•地域と消防団の関係を見直すきっかけにす
　べきだ。

•横領した額は288万円でした。
•寄附金については、「みだりに」求めてはい
　けないと条例で規定されている。
•分団の運営、団員の確保、地域とのつなが
　りなどの関係で続いてきた面もある。
•条例改正までは考えていない。
•改選期と合わせて今後、団と協議を深める。

•寄附金は、長年の経緯で続いてきたものだ
　が、好ましくない。
•運営に必要な経費は町が助成するなど、き
　ちんとした方針を持って協議すべきだ。
•悪しき習慣はこれを機に改善すべきである。

町の報告①

議会の意見①

町の報告②

議会の意見②

４
月
16
日　

全
員
協
議
会

５
月
14
日
、
５
月
31
日　

全
員
協
議
会

　

４
月
12
日
の
新
聞
報
道
で
、
町
消
防
団
員
二
人
が
、
分
団
員
に
支
払
う
報
酬
を

10
年
間
に
わ
た
っ
て
横
領
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
同
月
16
日
に
全
員
協
議
会
を
開
催
し
町
か
ら
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
議
会
で
は
、
消
防
団
員
が
地
域
か
ら
集
め
て
い
る
寄
附
金
や
、
報
酬
に
つ
い

て
こ
れ
ま
で
も
議
論
し
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
意
見
し
ま
し
た
。

※9～14ページ　一般質問も合わせてご覧ください。
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要求　原子力災害対策課職員の給与、町
　被災者見舞金等への公共賠償支払いを。
回答　原発事故が由来か判定が難しい。
要求　小綱木地区ＡＤＲの和解案の受け
　入れを。
回答　中間指針（※賠償の基準）外であ
　り、個別に対応する。
要求　山木屋で生産された粗飼料の、風
　評被害への賠償を。
回答　事故後の損失には対応できない。
　流通していると聞いている。

第10回（５月31日）

　１月、東京電力東京本社に提出した要求書の回答に、
近藤福島復興本社副代表ほか役員が訪れました。
　いずれもゼロ回答でしたが、今後も協議し必要な要
求を続けていきます。
●訪問者
　近藤　道隆　福島復興本社副代表
　竹内　　眞　福島補償相談センター所長　ほか３名

東電福島復興本社副代表（近藤道隆氏）が
議会要求に回答

　令和７年ごろ決算規模60億円台に。中央公民館改修、火葬場建設
等を考慮。歳出削減策が必要。

　令和４年度から小学校を川俣小１校（山木屋除く）に、令和５年度
から各幼稚園、保育園を１園に統合し、現川俣南小学校に認定保育園
を開設したい。

　火葬炉のみの更新案、広域連携案、現地立替案等がまとまった。財
政等考慮し検討していく。

　８月に、小学４～６年生30人を募集してイベントを開催したい。

第７回（４月16日）、第９回（５月14日）ほか

火
葬
場
、

　
　

学
校
統
合
な
ど
協
議

　

重
要
な
施
策
に
つ
い
て
は
、
町
か
ら
説
明
を
受
け
、
協
議
し
、

意
見
し
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
６
月
ま
で
に
協
議
し
た
主
な
内
容

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

説 明

説 明

説 明

説 明

中長期財政計画

幼稚園、小・中学校のあり方

新火葬場建設基本構想

ようこそ！アルゼンチン教室（案）

議会からの主な要求と東京電力の回答

なぜ、アルゼンチンか。なぜ小学４～６年生全員を対象に
しないのか。　　　　　（総務産業常任委員会で再協議を）意見



まちの課題を問うまちの課題を問う

一 般 質 問

遠　藤　宗　弘 議員

消防団の不祥事について
小学校のありかた検討委員会提言書について
農・林業の復興について

9

６月議会定例会の一般質問には６人の議員が登壇しました。

菅　野　清　一 議員

震災復興事業の成果と課題は何か
町消防団の不祥事に対する再発防止の対策は
原発事故被害に対する東電の公的賠償の進捗状況は

12

新　関　善　三 議員

石　河　　　清 議員

農業の振興策について質す
外国人労働者の雇用の実態について質す

本町農林業の一日も早い復興と再建を
原発にたよらないまちづくりを
学校給食のさらなる地産地消の促進を
補聴器購入に公的補助を
介護保険での住宅改修の促進を
プラスチックごみの減量化の取り組みを

13

14

村　上　源　吉 議員

小学校統合と認定こども園開設について
火葬場建設について
道の駅リニューアル事業について
副町長二人制にすべきと思うが

10

高　橋　清　美 議員

西部工業団地の企業誘致の進捗状況は
県立川俣高等学校について
町の広報活動は

11

かわまた議会だより 8



1 かわまた議会だより

一 般 質 問まちの課題を問う

山
の
復
興
に
つ
い
て
町
で
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
今
後
ど
の
よ
う
に
担
い
手
を
育

て
て
い
く
の
か
。

提
言
の
小
学
校
の
再
編
と

認
定
こ
ど
も
園
の
開
設
は

早
急
に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
て
い

ま
す
。
山
木
屋
小
学
校
を
除
く
小
学

校
１
校
へ
の
再
編
は
令
和
４
年
４
月
、

幼
保
連
携
型
「
認
定
こ
ど
も
園
」
の

開
設
は
令
和
５
年
４
月
を
予
定
し
、

速
や
か
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
自
治
会
、
学
校

区
単
位
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

山
木
屋
だ
け
別
と
し
て
い
ま
す
が
、

帰
還
促
進
の
た
め
に
は
、
小
中
学
校

は
不
可
欠
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

公
立
の
保
育
園
と
認
定
こ
ど
も
園

へ
の
補
助
で
す
が
、
現
在
は
交
付
税

措
置
の
み
で
、
補
助
は
ほ
と
ん
ど
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

小
学
校
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
提
言
書
が
出
さ
れ
た
が
、

教
育
委
員
会
と
し
て
ど
う
受
け
取
っ

た
の
か
。
地
域
の
説
明
会
な
ど
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。
山
木

屋
だ
け
別
と
い
う
考
え
は
理
解
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
保
育
園
と
認
定
こ
ど
も
園
で

は
、
国
の
補
助
が
ち
が
う
と
思
う
が
、

ど
れ
く
ら
い
か
。

遠 藤 宗 弘 議員
えん　どう　むね　ひろ
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消
防
団
の
寄
附
集
め
は
や
め
よ

寄
附
金
の
あ
り
方
を
協
議
し
ま
す

農
林
業
の
復
興
を

意
向
調
査
を
行
い
ま
す

質
問

質
問

消
防
団
の
名
誉
を
大
き
く
傷

つ
け
、
信
頼
を
大
き
く
損
ね

て
し
ま
う
も
の
で
、
消
防
団
長
に
は
、

信
頼
回
復
に
向
け
全
力
を
挙
げ
て
取

り
組
む
よ
う
口
頭
で
注
意
を
し
ま
し

た
。

　

条
例
で
は
、「
み
だ
り
に
寄
附
金

を
募
り
、
又
は
営
利
行
為
を
な
し
、

若
し
く
は
義
務
の
負
担
と
な
る
よ
う

な
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
使
途
も
含
め
寄
附

金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
消
防
団
と

協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。

決
算
審
査
で
は
、
支
出

証
拠
書
類
、
精
算
書
、

領
収
書
等
で
消
防
団
の
報
酬
の
確
認

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
書
類
の
確
認

に
お
い
て
は
、
適
切
に
処
理
さ
れ
て

い
る
と
判
断
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

第
５
分
団
の
幹
部
と
会
計
担

当
者
が
、
団
員
の
報
酬
金
を

私
的
に
流
用
し
て
い
た
。
監
査
委
員

は
こ
の
事
態
を
ど
う
み
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
消
防
団
は
地
元
か
ら
寄
附

を
集
め
て
い
る
が
、
条
例
で
禁
止
さ

れ
て
い
る
。
町
当
局
で
は
ど
の
よ
う

に
指
導
し
て
い
る
の
か
。

質
問

町
長

代　
　

表

監
査
委
員

学
校
等
の
統
廃
合
の

進
め
方
は

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

森
林
経
営
管
理
制
度
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
所
有

者
へ
経
営
管
理
意
向
調
査
を
行
い
ま

す
。
こ
れ
を
と
り
ま
と
め
、
林
業
経

営
者
等
に
管
理
を
委
託
で
き
る
新
た

な
制
度
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

新
た
な
担
い
手
の
掘
り
起
こ
し
、
新

規
就
農
者
等
へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ

て
ま
い
り
ま
す
。

町
長

教
育
長

消防団と地域のあり方を質しています
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道
の
駅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業

に
つ
い
て
、

①
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
か
。

②
中
心
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
。

①
道
の
駅
か
わ
ま
た
は
、
年

間
約
28
万
人
が
訪
れ
る
施
設

規
模
事
業
を
計
画
し
て
お
り
、
財
政

状
況
と
利
用
者
の
利
便
性
な
ど
を
考

慮
し
、
慎
重
に
見
極
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

※
広
域
連
携
…
火
葬
場
を
自
前
で
は
設
け
ず
、

近
隣
自
治
体
に
負
担
金
を
支
払
っ
て
利
用

す
る
手
法

火
葬
場
建
設
に
つ
い
て
、
複

数
案
が
示
さ
れ
た
が
、
町
長

の
考
え
は
。

平
成
30
年
度
に
ま
と
め
た

「
新
火
葬
場
建
設
基
本
構
想
」

に
お
い
て
、「
建
替
案
」「
改
修
案
」

な
ど
い
く
つ
か
の
案
を
示
し
、
ま
た
、

「
※
広
域
連
携
案
」
も
検
討
し
、
示

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
費
用
、

休
業
期
間
、
利
便
性
な
ど
の
面
で
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
学
校
統
廃
合
な
ど
の
大

①
通
学
、
通
園
方
法
は
。

②
南
小
学
校
の
プ
ー
ル
の
改
修
は
。

③
周
辺
道
路
、
歩
道
を
整
備
す
べ
き

と
考
え
る
。

④
残
っ
た
施
設
等
の
利
活
用
は

①
遠
距
離
の
通
学
児
童
へ

は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。

②
南
小
学
校
は
、
認
定
こ
ど
も
園
に

改
修
し
ま
す
が
、
園
と
し
て
プ
ー
ル

の
利
用
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

③
川
俣
小
学
校
周
辺
は
住
宅
地
で
、

道
路
拡
幅
等
は
難
し
い
状
況
で
す
。

安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
関

係
部
署
と
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

④
廃
校
施
設
等
の
跡
地
利
用
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
意
見
を
聴
き
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

小
学
校
統
合
と
認
定
こ
ど
も

園
開
設
に
つ
い
て
、
次
の
こ

と
を
問
う
。

10

村 上 源 吉 議員
むら　かみ　げん　きち

一 般 質 問
質
問 小

学
校
統
廃
合
の
具
体
策
は

協
議
し
検
討
し
ま
す

教
育
長

火
葬
場
に
対
す
る

町
長
の
考
え
は

慎
重
に
見
極
め
ま
す

町
長

幼稚園は令和５年に幼保一元化する案が出されています（写真は富田幼稚園）

質
問

質
問

町
長

老朽化が進む火葬場

副
町
長
を

二
人
体
制
に
す
べ
き
と
思
う
が

そ
の
他
の
質
問

で
す
の
で
、
商
業
の
活
性
化
に
つ
な

げ
ら
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
道
の
駅
を
観
光
拠
点
と
し
て
情
報

発
信
し
、
中
心
商
店
街
や
町
内
全
域

へ
人
の
流
れ
を
つ
く
れ
る
よ
う
に
し

ま
す
。

道
の
駅

改
修
の
効
果
は

商
業
振
興
に
つ
な
げ
ま
す



①
来
春
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ

「
※
２
エ
ー
ル
」
が
放
送
さ
れ

る
が
、
町
と
し
て
の
か
か
わ
り
と
対

応
を
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

②
観
光
、
道
の
駅
の
広
報
活
動
は
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

①
古
関
氏
が
作
曲
家
と
し
て

羽
ば
た
く
き
っ
か
け
と
な
っ

た
重
要
な
時
期
を
本
町
で
過
ご
さ
れ

て
お
り
、
町
内
に
は
直
筆
の
楽
譜
や

新
聞
報
道
や
全
員
協
議
会
で

説
明
が
あ
っ
た
が
、
２
０
１

９
年
度
か
ら
５
年
間
は
１
学
年
１
学

級
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た

が
、
５
年
後
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う

に
対
応
、
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

今
後
の
川
俣
高
校
は
「
地
域

と
協
働
し
た
学
校
づ
く
り
の

推
進
に
よ
る
教
育
活
動
の
充
実
と
生

徒
の
進
路
希
望
に
対
応
し
た
キ
ャ
リ

県
立
川
俣
高
校
の

５
年
後
は

協
議
検
討
を
進
め
ま
す

ア
教
育
の
実
践
に
よ
る
地
域
創

生
の
核
と
な
る
人
材
の
育
成
を

図
る
高
等
学
校
を
目
指
す
」
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
県
主
催
の

改
革
懇
談
会
で
協
議
さ
れ
ま
す
。

　

町
と
し
て
は
、
川
俣
高
等
学

校
活
性
化
協
議
会
を
開
催
し
、

改
革
懇
談
会
へ
の
意
見
の
反
映

に
向
け
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

昨
年
６
月
定
例
議
会
に
質
問

し
て
い
る
が
、
一
年
間
質
問

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
後
、

企
業
誘
致
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
き

た
の
か
。建

材
を
扱
う
企
業
が
２
社
、

ダ
ク
ト
関
連
企
業
１
社
、
輸

送
機
械
製
造
関
連
企
業
１
社
ほ
か
、

研
究
開
発
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
企
業
、
食
品
製
造
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
る
企
業
等
か
ら
問
い
合
わ

せ
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
企
業
の
経
営
状
況
の
ほ

か
、
実
現
性
、
持
続
性
、
将
来
性
、

地
域
へ
の
発
展
性
な
ど
、
情
報
収
集

を
行
い
、
慎
重
に
判
断
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

近
隣
で
の
誘
致
も
活
発
化
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
慎
重
か
つ
速
や
か
な

意
思
決
定
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま ち の 課 題 を 問 う
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高 橋 清 美 議員
たか　はし　きよ　 み

企
業
誘
致
の
進
捗
は

売
り
込
み
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す

質
問

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

川俣高校のドローンを使った授業

町
の
広
報
活
動
は

※
１

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
を
進
め
ま
す

使
用
し
て
い
た
オ
ル
ガ
ン
な
ど
が
残

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
情
報

収
集
し
、
川
俣
町
の
露
出
度
が
上
が

る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

②
多
く
の
人
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

持
ち
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
広
報
紙
や
新

聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
に
加
え
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
周
知
、
広
報
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

※
１　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、ラ
イ
ン
、イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
情
報
交
換
サ
イ
ト

※
２　

２
０
２
０
年
４
月
に
放
送
開
始
さ
れ

る
連
続
テ
レ
ビ
小
説
。
昭
和
を
代
表

す
る
作
曲
家
で
、
本
町
に
ゆ
か
り
の

深
い
古
関
裕
而
（
こ
せ
き
ゆ
う
じ
）

氏
が
モ
デ
ル
の
「
古
山
裕
一
」
が
主

人
公
。
窪
田
正
孝
さ
ん
主
演
。
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①
消
防
団
長
に
対
し
、
全
分

団
の
金
銭
の
管
理
状
況
に
つ

い
て
調
査
す
る
よ
う
指
示
し
ま
し
た
。

　

再
発
防
止
策
に
つ
い
て
は
、
出
納

状
況
を
定
期
的
に
複
数
名
で
確
認
す

る
こ
と
な
ど
を
指
示
し
て
い
ま
す
。

②
消
防
団
員
は
、
非
常

勤
の
公
務
員
と
し
て
認

識
し
て
い
ま
す
。

③
相
互
理
解
と
情
報
の
精
査

が
必
要
で
す
の
で
、
も
う
し

ば
ら
く
お
時
間
を
く
だ
さ
い
。

①
消
防
団
の
不
祥
事
に
対
す

る
再
発
防
止
の
た
め
の
具
体

的
政
策
は
あ
る
の
か
。

②
消
防
団
は
消
防
組
織
法
や
地
方
公

務
員
法
な
ど
法
律
で
公
務
員
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
て
い
る
か
。

③
寄
附
集
め
を
し
な
く
て
い
い
よ
う

に
町
と
し
て
運
営
費
の
助
成
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

興
・
創
生
期
間
終
了
後
の
震
災
復
興

事
業
の
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

震
災
復
興
事
業
と
し
て
大
規

模
公
共
事
業
が
取
り
組
ま
れ

た
が
、
そ
の
成
果
と
残
さ
れ
た
課
題

は
何
か
。復

興
計
画
を
定

め
、
１
２
６
の

重
点
事
業
に
取
り
組

み
、
48
事
業
を
完
了
し

て
お
り
ま
す
が
、
圃
場

の
表
土
整
地
、
地
力
回

復
、
仮
置
き
場
等
の
原

状
回
復
、
鳥
獣
被
害
な

ど
、
多
く
の
課
題
に
直

面
し
て
お
り
、
い
ま
だ

復
興
は
道
半
ば
の
状
態

で
す
。

　

令
和
２
年
度
が
計
画

の
終
期
で
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
成
果
を
検
証
し
、

課
題
解
決
の
た
め
、
復

一 般 質 問

12

菅 野 清 一 議員
かん　 の　 きよ　かず

質
問 震

災
復
興
事
業
の
成
果
と
課
題
は
何
か

検
証
を
進
め
ま
す

町
長

急ピッチで進む用水路整備事業

質
問

町
長

総
務
課
長

町
長

町
消
防
団
の
不
祥
事
に
対
す
る

再
発
防
止
の
対
策
は

協
議
検
討
を
進
め
ま
す

東
京
電
力
に
対
す
る
公
的
賠

償
は
約
17
億
９
２
０
７
万
円

を
請
求
し
、
約
７
億
４
４
８
６
万
円
、

29
・
５
㌫
の
支
払
い
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

月
２
回
程
度
の
協
議
を
行
っ
て
お

り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費
の
損

害
賠
償
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
賠
償
に
な
ら
な
か
っ
た
経
費

に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
支
払
い
を

求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

原
発
事
故
被
害
に
対
す
る
東

京
電
力
の
町
に
対
す
る
公
共

賠
償
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

公
共
賠
償
は

進
捗
し
た
の
か

し
っ
か
り
訴
え
て
い
き
ま
す

質
問

町
長
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①
平
成
31
年
３
月
31
日
現
在

で
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
外

国
人
は
１
０
８
人
で
す
。
技
能
実
習

生
が
50
人
、
永
住
定
住
者
が
44
人
、

日
本
人
の
配
偶
者
等
が
12
人
、
そ
の

他
家
族
滞
在
ビ
ザ
が
２
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

②
技
能
実
習
生
と
し
て
い
ら
し
て
い

る
外
国
人
の
方
へ
は
、
実
習
先
で
あ

る
事
業
者
が
責
任
を
持
っ
て
対
応
す

べ
き
と
考
え
ま
す
。

③
「
中
長
期
在
留
者
」
と
し
て
町
に

転
入
届
を
出
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

町
民
と
同
様
の
医
療
・
保
健
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
、
全
国
と

同
様
で
す
。

深
刻
化
す
る
人
手
不
足
に
対

応
す
る
外
国
人
を
受
け
入
れ

て
い
く
制
度
が
発
足
さ
れ
た
。
当
町

の
現
況
と
対
応
に
つ
い
て
質
す
。

①
当
町
に
在
留
さ
れ
て
い
る
人
数
は
。

②
外
国
人
に
対
す
る
支
援
策
は
。

③
情
報
の
提
供
、
医
療
、
保
健
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
実
態
は
ど
う
か
。

①
山
木
屋
地
区
の
水
稲
作
付

が
再
開
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ

り
、
今
後
数
年
は
全
量
全
袋
検
査
を

継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

②
個
人
の
方
８
名
が
水
稲
作
付
け
を

し
て
お
り
、
現
在
Ｊ
Ａ
と
協
議
し
て

お
り
ま
す
。

③
今
年
度
か
ら
被
害
防
止
策
設
置
補

助
金
の
補
助
対
象
、
補
助
率
を
拡
充

し
て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ
専
用
の
防

止
柵
が
開
発
さ
れ
、
販
売
さ
れ
て
お

り
、
当
面
最
大
の
手
法
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
、
東
京
電
力

原
発
事
故
に
よ
り
、
第
一
次

産
業
の
主
力
で
あ
る
米
の
作
付
け
動

向
が
著
し
く
変
化
し
、
事
故
と
就
労

者
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
減
少
し
て
い

る
。
当
局
の
対
応
策
に
つ
い
て
質
す
。

①
全
量
全
袋
検
査
か
抽
出
検
査
か
今

後
の
具
体
的
方
針
は
。

②
山
木
屋
地
区
の
水
田
利
用
の
具
体

的
取
り
組
み
の
指
導
的
役
割
の
確
立

は
。

③
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
被

害
防
止
の
新
た
な
取
組
に
獣
医
学
部

と
の
連
携
を
図
っ
て
は
。

ま ち の 課 題 を 問 う

13

新 関 善 三 議員
にい　ぜき　ぜん　ぞう

農
業
振
興
策
に
つ
い
て
質
す

協
議
し
進
め
ま
す

質
問

質
問

イノシシの防止柵設置の様子

町
長

外
国
人
労
働
者
の

雇
用
実
態
は

50
人
の
技
能
実
習
生
が

い
ま
す　
　
　
　
　
　

町
長
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町
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
減

量
化
の
た
め
の
取
り
組
み
方

針
は
。

適
正
な
ご
み
処
理
に
つ
い
て
、

周
知
啓
発
を
根
気
よ
く
続
け

て
い
き
ま
す
。

の
42
㌫
以
上
と
し
、
実
施
年
次
計
画

を
作
成
し
、
計
画
的
な
導
入
を
図
れ
。

①
環
境
と
経
済
的
活
力
が
両

立
す
る
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
を
進

め
ま
す
。

②
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
巻

く
環
境
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
技
術
面
、
制
度
面
、

状
況
の
変
化
等
を
見
極
め
な
が
ら
導

入
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

①
平
成
22
年
が
７
８
２
㌶
、

６
６
７
戸
、
１
０
３
７
人
で
、

平
成
27
年
が
３
３
３
㌶
、
３
５
３
戸
、

４
６
０
人
で
す
。

②
平
成
30
年
度
か
ら
東
北
農
政
局
の

支
援
職
員
が
各
農
家
を
戸
別
訪
問
し
、

聞
き
取
り
を
行
い
、
補
助
制
度
や
支

援
等
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

③
町
の
食
料
自
給
率
の
統
計
は
あ
り

ま
せ
ん
。

①
農
耕
地
面
積
、
販
売
農
家

数
、
農
業
従
事
者
数
は
。

②
家
族
農
業
を
支
援
し
、
復
興
・
再

生
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
せ
。

③
食
料
自
給
率
は
。

学
校
給
食
に
地
元
産
野
菜
、

山
菜
な
ど
を
活
用
し
、
地
産

地
消
の
促
進
を
。

今
年
度
の
地
元
野
菜
等
の

使
用
に
向
け
て
生
産
者
グ

ル
ー
プ
と
相
談
し
て
い
き
ま
す
。

14

石 河　 清 議員
いし　 かわ　　　 きよし

質
問

質
問

町
長

町
長

町
長

質
問 学

校
給
食
の

　

地
産
地
消
を

今
年
度
を
検
討
し
ま
す

農
林
業
の
一
日
も
早
い

復
興
と
再
建
を

支
援
に
努
め
ま
す

①
自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
推

進
の
「
町
宣
言
」
を
行
い
、

地
産
地
消
の
住
民
参
加
型
の
導
入
を

図
れ
。

②
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
は
県
目
標

原
発
に
頼
ら
な
い

町
づ
く
り
を

検
討
し
ま
す

教
育
長

高
齢
者
の
社
会
参
加
が
求
め

ら
れ
て
い
る
中
、
難
聴
で
困

っ
て
い
る
方
が
増
え
て
い
る
。
補
聴

器
購
入
に
町
独
自
の
助
成
を
。

聴
覚
障
害
の
手
帳
を
交
付
し
、

補
装
具
費
支
給
制
度
に
よ
り
、

原
則
１
割
自
己
負
担
で
、
基
準
に
基

づ
く
補
聴
器
の
購
入
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

質
問 補

聴
器
購
入
に

公
的
補
助
を

補
装
具
費
で
対
応
し
ま
す

町
長

①
介
護
保
険
に
よ
る
住
宅
改

修
の
実
績
は
。

②
介
護
保
険
が
該
当
し
な
い
方
へ
の

町
独
自
の
改
修
事
業
の
実
績
は
。

①
平
成
26
年
度
か
ら
30
年
度

ま
で
の
間
で
、
年
間
70
件
か

ら
80
件
程
度
を
改
修
し
て
い
ま
す
。

②
「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
住
ま
い
づ

く
り
事
業
」
に
よ
り
、
同
じ
く
年
間

２
件
か
ら
５
件
程
度
を
改
修
し
て
い

ま
す
。

質
問 介

護
保
険
住
宅

改
修
の
促
進
を

取
り
組
ん
で
い
ま
す

町
長

質
問 プ

ラ
ご
み
減
量
化
を

周
知
を
図
り
ま
す

一 般 質 問まちの課題を問う
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　４月17日から19日までの３日間、所管事務調
査を行いました。
　大山町は、議会広報コンクールの常連で、見や
すく、内容の充実した、非常にレベルの高い議会
だよりを発行していて勉強になりました。
　伯耆町では、議会広報の役割と目的などについ
て、活発に意見交換をしてきました。 　

６
月
11
日
、
12
日
に
６
月
定

例
会
に
付
議
さ
れ
た
請
願
２
件

と
、
３
月
に
継
続
審
査
と
し
た

１
件
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
山
木
屋
地
区
粗
飼
料

生
産
組
合
の
現
地
調
査
、
完
成

し
た
第
１
分
団
の
新
屯
所
の
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

請
願
は
、
３
件
と
も
採
択
す

べ
き
と
し
、
本
会
議
に
報
告
し

ま
し
た
。

所管事務調査

所管事務調査

広

厚

報

生

編

文

集

教

常任委員会

常任委員会

活　動　報　告
総 務 産 業 常任委員会

　６月11日、12日に、現地調査を行いました。
寺久保地内のＮＰＯ法人たいようでは、放課後デ
イサービスの現状を調査したほか、スクールバス
運行が開始された大笹生支援学校と、秋山に移設
開所した老人ホーム「ピュアート福島」で、現地
調査を行いました。

活　動　報　告
厚 生 文 教 常任委員会

　

５
月
15
日
か
ら
17
日
の
３
日
間
、
所
管
事
務
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

智
頭
町
は
、
積
極
的
な
子
育
て
支
援
に
よ
り
、
若
者
、

子
育
て
世
代
の
人
口
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
す
。

森
や
里
山
を
活
か
し
た
「
森
の
よ
う
ち
え
ん
」
で
は
、
た

く
ま
し
く
育
つ
子
ど
も
の
姿
を
見
て
き
ま
し
た
。

　

奈
義
町
は
、
出
生
率
が
２
・

81
と
い
う
高
水
準
を
達
成
し
て

い
ま
す
。
子
育
て
世
代
向
け
の

公
営
住
宅
の
整
備
や
、
文
化
、

芸
術
に
着
目
し
た
特
色
の
あ
る

教
育
、
町
外
へ
の
バ
ス
代
の
補

助
な
ど
、
総
合
的
で
切
れ
目
の

な
い
施
策
の
実
施
が
功
を
奏
し

て
お
り
、
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

請
願
事
項
等
を
調
査

請
願
事
項
等
を
調
査

鳥取県大山町、伯耆町を調査鳥取県大山町、伯耆町を調査
だい せん ちょう　　 ほう　き　ちょう

鳥取県智頭町、岡山県奈義町を調査鳥取県智頭町、岡山県奈義町を調査
ち　ず ちょう　　　　　　　　　な　ぎ ちょう

完成した第一分団の新屯所の調査

教育、保健福祉施設を現地調査教育、保健福祉施設を現地調査

大笹生支援学校を視察しました智頭町「森のようちえん」

大山町での視察
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表紙の説明：富田幼稚園の「エコ七夕」
　地球環境を想うやさしい心を育む取り組みのひとつとして、福島県が
幼稚園等に呼びかけて実施しています。富田幼稚園では園児が「でんき
をこまめにけします」などの願いを込めた短冊や、家庭から出たペット
ボトル、空き箱、トイレットペーパーの芯などで七夕飾りを保護者と一
緒につくって楽しみました。
　みんな、とっても上手でしたよ！

受理
番号 付託委員会 件　　　　名 請願者住所及び氏名 紹介議員

氏　　名
審査
結果

受理
番号 付託委員会 件　　　　名 陳情者住所及び氏名 審査

結果

4 総 務 産 業
常任委員会

辺野古新基地建設の即時中止と、普天
間基地の沖縄県外・国外移転について、
国民的議論により、民主主義及び憲法
に基づき公正に解決するべきとする意
見書の採択を求める陳情

東京都新宿区四谷二丁目８番地
　全国青年司法書士協議会

会長　半田　久之

趣旨
採択

5 総 務 産 業
常任委員会

日本政府に対して、国連の「沖縄県民
は先住民族」勧告の撤回を求める意見
書の採択を求める陳情書

埼玉県川越市仙波町２丁目17-34
　一般社団法人日本沖縄政策研究フォーラム

理事長　仲村　　覚
不採択

6 厚 生 文 教
常任委員会

「令和２年度及び復興・創生期間後も
国の『被災児童生徒就学支援等事業』
の継続と被災児童生徒の十分な就学支
援を求める意見書」の提出を求める陳
情書

福島市上浜町10-38
　福島県教職員組合

中央執行委員長　角田　政志
採択

1 総 務 産 業
常任委員会

林山共同墓地道路の町道認定と
舗装等の整備に関する請願書

川俣町大字鶴沢字古堺田42-2
菅野　富雄　ほか８名

新関　善三
高橋　清美 採択

2 総 務 産 業
常任委員会 三百川河川土砂払い工事請願書

川俣町字壁沢6-12
　壁沢団地1号棟102号
代表　鈴木　　宰　ほか８名

石河　　清
遠藤　宗弘 採択

3 総 務 産 業
常任委員会

壁沢団地駐車場の緊急避難通路
の設置工事請願書

川俣町字壁沢6-12
　壁沢団地1号棟102号
代表　鈴木　　宰　ほか８名

石河　　清
遠藤　宗弘 採択

6月定例会請願審査結果

6月定例会陳情審査結果
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　東日本大震災及び東京電力福島第一原子力発電所事故
で被災をし、経済的理由により就学等が困難な子どもを
対象に、「被災児童生徒就学支援等事業」が全額国庫負
担の単年度の交付金事業として行われている。令和元年
度も、東日本大震災復興特別会計による被災児童生徒就
学支援等事業として計上され、44億円が予算化されてい
る。
　この事業を通して、幼稚園児の就園支援、小中学生に
対する学用品等の援助や通学支援（スクールバス運行に
よる通学手段の確保にかかる経費を含む）、高校生に対
する奨学金支援、特別支援学校等に在籍する児童生徒へ
の就学奨励、私立学校及び専修学校・各種学校の授業
料減免などが実施されている。被災した子どもたちには、
学校で学ぶための極めて有効な支援事業として機能して
いる。
　本事業の対象は、全国各地に避難している子どもたち
である。福島県では、平成30年４月時点で約１万７千
人以上の子どもたちが県内外で避難生活を送っている
（福島県こども・青少年政策課公表）。経済的な支援を必
要とする子どもたちは多く、今後も継続した支援が必要
であり、子どもたちの就学・修学のためには、長期的な
支援がなくてはならない。学校現場からも事業の継続を

　過疎対策については、昭和45年に「過疎地域対策緊
急措置法」制定以来、４次にわたる特別措置法の制定に
より、総合的な過疎対策事業が実施され、過疎地域にお
ける生活環境の整備や産業の振興など一定の成果を上げ
たところである。
　しかしながら、依然として多くの集落が消滅の危機に
瀕し、また、森林管理の放置による森林の荒廃や度重な
る豪雨・地震等の発生による林地崩壊、河川の氾濫など、
極めて深刻な状況に直面している。
　過疎地域は、我が国の国土の過半を占め、豊かな自然
や歴史・文化を有するふるさとの地域であり、都市に対
する食料・水・エネルギーの供給、国土・自然環境の保
全、いやしの場の提供、災害の防止、森林による地球温
暖化の防止などに多大な貢献をしている。
　過疎地域が果たしているこのような多面的・公益的機
能は国民共有の財産であり、それは過疎地域の住民によ
って支えられてきたものである。
　特に、本町は原発事故によって、甚大な被害を被り、
より一層過疎化が進んでいる。
　現行の「過疎地域自立促進特別措置法」は、令和３年
３月末をもって失効することとなるが、過疎地域が果た

強く望む声が届いている。事業に係る予算措置は単年度
のため、事業が終了、もしくは規模が縮小することとな
れば、自治体負担となることも危惧される。
　福島県の復興・再生に向けた動きは本格的に始まって
いるが、これからも「被災児童生徒就学支援等事業」の
継続による就学支援は必要である。
　よって、次のことを強く要望する。
１．東日本大震災によって経済的に困窮している家庭の
子どもたちの就学・修学を保障するため、令和２年度
及び復興・創生期間終了後においても、全額国庫で支
援する「被災児童生徒就学支援等事業」を継続し、十
分な就学支援に必要な予算確保を行うこと
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出
する。

　　令和元年６月12日

内閣総理大臣　安倍　晋三 様
財 務 大 臣　麻生　太郎 様
総 務 大 臣　石田　真敏 様
文部科学大臣　柴山　昌彦 様
復 興 大 臣　渡辺　博道 様

福島県伊達郡川俣町議会

している多面的・公共的機能を今後も維持していくため
には、引き続き、過疎地域に対して総合的かつ積極的な
支援を充実・強化し、住民の暮らしを支えていく政策を
確立・推進することが重要である。
　過疎地域がそこに住み続ける住民にとって安心・安全
に暮らせる地域として健全に維持されることは、同時に
都市をも含めた国民全体の安全・安心な生活に寄与する
ものであることから、引き続き総合的な過疎対策を充実
強化させることが必要である。
　よって、国に対し新たな過疎対策法の制定を強く要請
する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出
する。

　　令和元年６月12日

内閣総理大臣　安倍　晋三 様
総 務 大 臣　石田　真敏 様
財 務 大 臣　麻生　太郎 様
農林水産大臣　𠮷川　貴盛 様
国土交通大臣　石井　啓一 様

福島県伊達郡川俣町議会

令和２年度及び復興・創生期間後も国の「被災児童生徒就学支援等
事業」の継続と、被災児童生徒の十分な就学支援を求める意見書　

新たな過疎対策法の制定に関する意見書

６月定例会における議員提案は２件で、それぞれ関係機関に意見書・要望書を送付しました。
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●皆様の議会傍聴お待ちしています●

　「花塚山」は富士山の見える最北端の里山
です。里山の見直し事業で、里山おもてなし
案内人養成講座が開催されたのを機に「花塚
山の会」が設立されました。
　昨年、町の助成で花塚山登山道への案内看
板を設置し、よりわかりやすくなりました。
また11月には花塚山ハイキングを行い、豚
汁を登山者に振る舞うなどして交流しました。
　震災後、山開きができず、登山する人が少
ないために未整備の状態が続きましたが、そ
れが幸いしたのか、「イワウチワ」の花が見
事に、広範囲で咲きほこってきれいでした。
　今年度も、案内人養成講座を開催し、花塚
山の伝説や動植物の紹介、登山道の整備に取
り組み、大勢の皆さんに登山に来ていただき
たいです。
　（会員募集中です。富士山は肉眼では見る
ことができません。富士山の方向を望める場
所があります）

花塚山に
おいでください

編
集
後
記

編
集
後
記

　東京電力福島第一原子力発電所と、中間貯蔵施設を
視察しました。昨年、一昨年に引き続き３年目となり
ます。発電所では、昨年からベスト、マスク、ヘルメ
ット、手袋などの装備が不要となり、さらに軽装で視
察することができました。昨年と同様の場所から原子
炉建屋を望み、報道で知る作業の進ちょくを実感しま
した。廃炉資料館、中間貯蔵工事情報センターが設け
られており、情報公開が進んでいます。

　５月22日、ビッグパレットふくしまで開催された県主
催の研修会に参加しました。わかりやすく、見やすい誌面
づくりに生かしていきます。

広報研修会に参加
広 報 編 集 常任委員会

福島第一原発・中間貯蔵施設を視察福島第一原発・中間貯蔵施設を視察
―６月25日開催――６月25日開催―

福島第一原発にて
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